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指定管理者評価シート

事業名 所管課（電話番号）

１　施設の概要

名称

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

公園管理費 南区土木部維持管理課（581-3811）

①藻南公園②石山緑地③常盤公園④小金湯
さくらの森

①南区川沿9・10・11条1丁目ほか
②南区石山78-24ほか
③南区真駒内269-1ほか
④南区小金湯604-2

①昭和32年3月23日
②平成5年3月31日
③平成3年3月31日
④平成28年3月31日

①313,240㎡　②113,110㎡
③54,733㎡　　④121,660㎡

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

藻南公園ほか3公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）

①テニスコート、野球場、パークゴルフ場、炊事広場、ステージ、駐車場ほか
②札幌軟石の彫刻広場、テニスコート、遊水路、駐車場ほか
③テニスコート、野球場、、駐車場ほか
④サクラの植栽、ビジターセンター、駐車場ほか

藻南・石山・常盤・さくらの森グループ（代表者：横浜植木株式会社北海道支店　構成員　㈱岩本石庭

令和6年4月1日から令和11年3月31日

公募

施設数：4

公園維持管理業務、有料公園施設（テニスコート、野球場）運営（利用料金制度）

施設数：4

複数施設を一括指定の場合、その理由：複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有し
ない公園と有する公園をグループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化（環境
負荷の低減等）の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため

Ⅰ　基本情報
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Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

方針１  誰もがいつでも何
度でも利用できる
ように地域と連携
し情報発信に努め
ました。また、安
全安心に努め、維
持管理を進めてこ
れたと考えていま
す。

方針に基づき維
持管理が行われ
ていた。造園の
技術を活かした
自主事業は公園
利用の促進に効
果的と考える。

地域とともに創造する「誰もがいつでも何度でも利用

できる魅力ある公園」

・学校や町内会、商店街と協力して、地域の活性化

に貢献しています。

方針2 　みどりの景観が
引き立つように、メ
リハリある植物管
理に努めてきまし
た。特にさくらの森
に関しては樹木医
と連携してさくらの
手入れに力を入れ
ました。

地域のランドマークを生かした公園景観の保全

・各公園の地形、景観を生かすよう、剪定など、

みどりの維持に努めています。

方針3 定期的な園内巡
視・遊具点検を行
いました。

安全安心に利用できる公園管理

・巡回、月1回の安全点検により、公園施設の事故を

未然に防ぐよう努めています。

方針4 寄せ植え講習会
の実施、ツリークラ
イミング技術を応
用した木登り体験
会を開催しまし
た。

造園技術を生かした公園管理と地域への貢献

・園芸講習会、を開催し

造園技術を通じて社会貢献しています。

方針5

経費の縮減と運営の透明性の確保

・公園の落ち葉堆肥を市民配布しています。

・評価シートをHPや事務所の掲示板に公表してお

ります。

以上の基本方針による運営を行いました。

柏丘駐車場横に
落ち葉ヤードを設
置しており、多くの
方に利用していた
だいています。
折れ枝や落ち枝を
チップにし、園内
の小径に敷き詰め
ました。
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▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績 スタッフ全員が平
等利用の考え方を
理解するよう講習
を行いました。受
付においては、1
件のクレームも発
生することなく、親
切で笑顔な対応に
努めました。

研修が適切に実
施された結果と
評価できる。ま
た、ホームペー
ジリニューアルに
際してはスマート
フォンでも見やす
くなり、ウェブアク
セシビリティも高
いレベルに準拠
しており評価でき
る。

　地方自治法第244条第2項及び第3項を遵守し

正当な理由なくしては拒まない、不当な差別的扱い

はしないとの方針のもと、スタッフ教育を行い、適切

な運営に心がけました。

・接遇講習などにおいて「心のバリアフリーガイド」

（札幌市保健福祉局発行）を参考にしました。 貸出用車いすを新
調し、利用者に気
持ちよく使用して
いただけるようにし
ました。

・ホームページなどに、広くイベントの情報を提供しま

した。また、ホームページのリニューアルを進めました。

スマホでも見やすくなりました。

・利用者の声を受け、注意などの掲示物は子どもでも

わかりやすい表現、絵にしました。

・コミュニケーションボードを受付に置きました。

・ホームページのウエブアクセシビリティ―レベルAA

に準拠しました。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進 　電力は、Co2排
出係数0㎏の電力
会社と契約してお
ります。
　また、太陽光発
電を動力とした、ロ
ボット草刈機を藻
南公園の野球場
外野部分に導入
し、さくらの森にも
バッテリー式のロ
ボット芝刈り機を
導入しました。環
境負荷の低減に
努めています。
チェーンソーや刈
払機もガソリンで
はなく電気のもの
を中心に使用して
います。

ロボット草刈機等
の導入、落ち葉
や剪定枝の有効
活用により環境
にやさしい取り組
みが実施されて
いる。

当グループは、札幌市環境局の「さっぽろエコメンバー」

および「生物多様性さっぽろ応援宣言」に登録済みで

あり、温暖化防止や環境配慮の推進に寄与しています。

・園内の落葉を堆肥化し、市民に配布しています。

・植樹を行い、二酸化炭素の吸収に努めています。

・コピー用紙は、環境配慮製品を使用しています。

・ゴミの分別に努めています。

・ペットボトルキャップを回収しています。

・使用済みの炭を、土壌改良材へ転用しています。

・剪定枝をチップ化し、園路に使用しています。

・LED照明に転換しています。 落ち葉堆肥や剪
定枝の市民配布、
剪定枝をチップ化
し、園路に使用す
るなど、持続可能
なリサイクル資源
化の取り組みを継
続していきたいと
思います。

・Co2排出係数0㎏の電気を使用しています。

・ロボット草刈機を導入し、その電力は太陽光発電にて

賄っております。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確保・
配置、人材育成

・統括管理責任者、責任者代理を配置しております。 統括責任者・責任
者代理の下、藻南
班・石山班、さくら
の森班、常盤班の
3つに分け、それ
ぞれ班のチーフが
指示役となり、維
持業務を円滑に進
めてきました。
小金湯さくらの森
に樹木医を配置し
ておりサクラの健
全な育成に努めて
おります。

従事者を適切に
配置し、管理運
営にあたってい
る。安心安全な
公園を維持して
いくために、研修
を通して技術・知
識の習得に努
め、利用者事故
の防止に努めて
いる。

（それぞれ、十分な実務経験者であり、造園施工

管理資格者、公園管理運営士資格者等です。）

・統括管理責任者、責任者代理を配置しております。

・受付、清掃、草刈などの業務員として、常時10名

以上配置しています。

・接遇、技術、安全講習などを実施し教育に努めて

おります。

・新人には、刈払いの安全教育を受講させており

ます。 必要な安全教育、
資格等を積極的に
取組み、利用者の
事故はありません
でした。

）
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・情報共有の必要性から、毎朝の作業前、毎夕の作業 朝礼時のKY活動
では抽象的になら
ず、出来るだけ具
体的に考えるよう
にしています。
他の公園での事
故・労働災害など
の情報を共有し安
全意識の向上に
努めています。

現場の状況や利
用者の声がス
タッフ内で共有さ
れており、毎日
のミーティングに
ついても工夫が
みられる。

後に、スタッフミーティングを行い、注意事項を伝達し

ています。

・AED講習、防災訓練などを実施し、安全性の確保に

努めました。

・アンケートや市民の声を現場に周知し、作業の改善

に、繋げました。

・パークゴルフ場の刈高、テニスコートのネットの高さ

など業務員全員で確認しあって、技術の向上につな 積極的に公園管
理に関係する資格
の取得に努めてい
ます。

げました。

・全員が公園の安全パトロールができるように、安全

ポイントを確認しあいました。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者へ
の適切監督、履行確認）

・石山遊水路の電気設備点検、各公園の遊具点検 第三者へ委託し
ている各種業務
の結果の把握に
努め適切な施設
管理を行ってい
る。

さくらの森の浄化槽の点検、建物の機械警備、バイ

オトイレの点検、ライトアップや野球場などの照明

点検、危険木の伐採など専門性の高い業務につい

ては第三者に委託しております。

・指定管理者の責任において実施しています。

・現地での履行確認を行っております。

・委託においても、1時間当たり1075円を下回らない

よう指導しました。

・市内の企業を優先して、委託を行いました。

　第三者への委託
においても、指定
管理者が最終責
任者であることを
明確にし、安全対
策等を確認し現地
立ち合いのうえ、
施工しておりま
す。
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▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

藻南公園等運営協議会

開催回 協議・報告内容 今期の反省点や、
次期の計画、修繕
計画などを話し合
い、今後の維持管
理に役に立つ、機
会を得ることがで
きました。

適時適切に行っ
ており評価でき
る。

第１回
3月12日

実施状況報告、アンケートの結果、次年度の予
定、修繕の予定など

＜協議会メンバー＞

札幌市南区土木部、横浜植木㈱北海道支店、㈱岩本石庭

小金湯さくらの森連絡会議

開催回 協議・報告内容 地域の皆さまとの
情報共有ができた
と考えておりま
す。今後の維持管
理に役立ていきた
いと思います。

第１回
2月5日

樹木の生育状況、維持管理の状況
宿根草試験植栽の結果

＜会議メンバー＞

札幌市南区土木部、商工会議所、地域の連合町内会、地域のま
ちづくりセンター、横浜植木㈱北海道支店

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・施設の利用料金は適正に管理しております。 売上などの現金
は、適切に管理し
ております。また、
給与や委託料など
についても、遅滞
なく支払われてお
ります。
内部監査において
も、何ら指摘を受
けておりません。

資金等について
は適正に処理さ
れており、監査
における指摘も
ない。

・現金取扱い、小口現金取扱いの規定を整備し、適正

に管理しております。

・資金を確保し、月々の支払を確実に行っております。

・資金の管理は、管理業務と自主事業に分け、北海

道支店内において、内部監査を行っております。

▽　要望・苦情対応 公園の管理運営
に関するする直接
的なクレームは昨
年と比べて減少し
ております。スタッ
フ間の情報共有を
徹底し、迅速な対
応を心掛けていま
す。

前年度あったス
タッフの接遇に
関する苦情を踏
まえ、情報共有
の徹底などの改
善策を講じたこと
を評価する。

・苦情、要望については対応マニュアルを整備し、

それに基づき管理しております。

・必要の都度、南土木に相談し対応を進めています。

・危険木の伐採・剪定の要請や、ごみの散乱について連絡を受け

速やかに対応しています。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実施、
事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

・文書管理簿や帳簿において、適切に記録を行い 各種記録、報告、
検査などは、確実
に履行できたと思
います。

各種報告や評価
シート等の結果
掲示について適
切に実施されて
いる。

ました。

・月報、四半期報告など、市に対して遅滞なく報告を

行いました。

・アンケート結果を、公園事務所に掲示しました。

（総合満足度、接遇満足度ともに要求水準を満たし

ております。）

・評価シートのHP掲載、事務所掲載、協議会の結果

につき事務所掲載などを行いました。
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（２）労働関係法令
遵守、雇用環境維
持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安全
衛生面を含む)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・最低時給を1080円として、支給しております。 最低賃金を上回る
時給の支給、書面
による労使協定、
労働時間の厳守、
健康診断など適正
に実施しておりま
す。

労働環境等につ
いては関係法規
をクリアしており
問題はない。

・職員は、1週40時間以内、1日8時間を遵守しました。

・職員に残業又は休日出勤させる場合は、書面によ

る労使協定により必要な定めをし、労働基準監督署

へ届けております。

・すべての職員を労災保険に、条件を満たす職員を

雇用保険に加入し、厚生年金へも届け出ております。

・当グループは、ワーク・ライフ・バランスplus認証

企業であります。

・職員には統一基準の被服を貸与しております。また

作業に必要な防具なども貸与しております。

・藻南公園の職員が作業中にけがを負ったことは

ありません。

・再委託業務については、建退協の加入状況や

保険の加入状況を求め、確認しました。

・1年に1回、健康診断を実施しており、受診するように

促しております。

（3）施設・設備等の
維持管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配慮、
連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・安全確保については、日常のパトロールに加え、月に 安全の確保、専門
業者による保守点
検、公園の資源を
活用した市民サー
ビスなど確実に履
行しております。
また、保険の加入
も行い、賠償責任
を問われる事例
は、発生しており
ません。

各種公園施設の
保守管理につい
て一層配慮し、
安全管理の徹底
に努めること。

1度の施設安全点検を行っております。

・遊具については、実績のある専門業者に依頼して、

年２回点検しております。

・異常がある際には、直ちに使用禁止措置を取り、

修理の期間を明示したうえで、専門業者へ修理の

依頼しております。

・市民サービスとしては、落葉や剪定枝の市民配布

を行っております。また、水に流れるティッシュの

販売や炊事のコンロの貸出しなども行っております。

・３６５日、２４時間連絡が取れるように、緊急連絡

網を整備し、藻南とさくらの森には掲示しています。

・保険は、対人補償１億円、事故補償１件２億

円、対物補償２千万円の交差賠償保険に加入して

おり、賠償責任を問われる事故はありません。

・藻南管理事務所、さくらの森ビジターセンターには

建物総合保険をかけております。

・また、イベント時には、イベント保険に加入しており

賠償責任を問われる事故はありません。
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▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品管
理、駐車場管理、緑地管理等）

以下の４つの公園において、清掃、草刈、塵芥処理 日常的な清掃、草
刈、定期的な施設
点検など、確実に
履行しておりま
す。

各施設や樹木に
ついて、随時点
検を行って危険
個所の把握に努
めること。また、
早めの部材交換
等を視野にいれ
た安全確保の手
段を講じること。

照明点検、遊具点検、トイレの点検清掃、運動施設

の整備貸出し、駐車場の施錠などを実施しました。

■藻南公園

・遊具の修繕、ふるさとの散歩道の落ち葉清掃、

風倒木の処理などを実施しました。 風倒木の処理や
遊具の修繕、塗替
えなど安全に配慮
した業務を進めて
おります。

・駐車場の門扉開閉を行いました。

・西口広場の花壇の補修を行いました。

・ベンチの塗替えを行いました。

・故郷の散歩道、案内板破損による仮設案内板の設置

を行いました。

■石山緑地

・風倒木の処理や門扉の開閉を行いました。

・支障木の剪定を行いました。

・花壇の補修を行いました。

■常盤公園

・樹林内の支障木の処理を行いました。

・野球場外野フェンスの修繕を行いました。

■小金湯さくらの森

・浄化槽の保守点検、バイオトイレの保守点検を 特に、小金湯さくら
の森は、いつ行っ
ても芝生の整備が
行き届いており、
利用者からの評判
も上々です。

実施しました。

・エアコンの保守点検を行いました。

・樹木医によるサクラの診断を行い、管理の提言書

をいただきました。

・機械警備を実施し、盗難、侵入などの被害はありませんでした。

・芝生の部分補修を行いました。

・インターロッキングの修正を行いました。

▽　防災

・管理事務所において、消火訓練を行い、消火器の 災害に備えるた
め、引き続き安全
対策、訓練に努め
ていきます。

災害発生時に利
用者の安全が確
保されるよう、必
要な訓練や物品
の備蓄がなされ
ている。

使い方を習得した。

・防災用具として、ヘルメット、ロープ、土のう、水

タンクなどを用意しました。

・気象警報発令時には、待機し、園内のパトロールを

実施しました。

・管理事務所において、AEDの使い方や、土のう積み

の訓練を行いました。
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（4）事業の計画・実
施業務

▽　利用促進に関するイベント業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

遊具や樹木等を
活用し公園に親
しみを持ってもら
える内容であり
評価できる。

かけっこ教室、ホウキ作り、野鳥観察会など

地域の子どもから大人まで楽しめるイベントを企画実

施し公園や緑とふれあう機会の提供に努めました。

▽　利用促進に関する情報収集及び提供業務

・HP、SNSにより、広く公園の情報を提供しました。 HPが見やすくな
り、情報発信につ
なげていきます。
地域新聞を活用し
た、イベントの募集
など集客効果があ
りました。インスタ
グラムのフォロ
ワー数も増加して
います。

HP等を活用し、
公園のイベントに
ついて広く周知し
ている。・地域新聞「八垂別通信」の活用、まちづくりセンター

を通じてのチラシ配布など、情報の発信をしました。

・まちづくりセンターを定期に訪問し、地域のイベント

情報を収集しました。

▽　利用促進に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

・藻南フェスタ開催時に花壇ボランティアを募集し、花壇の整備 地域とのコミュニ
ケーションを引き
続き大切にして
いくこと。

更新を行いました。

・小金湯さくらの森では、地域の方にご協力いただき

ラベンダーなどの植込みを行いました。

（5）施設利用に関
する業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

181 250 218 藻南公園野球場
は新規少年野球
チームの継続的利
用により件数が増
えました。テニス
コートに関しては
真夏日が増加し、
暑すぎてキャンセ
ルが増加するなど
で稼働率が下がり
ました。全体に利
用件数が計画を大
きく下回っていま
すので今後も、施
設の修繕や利用
促進策を講じ、利
用率アップを図っ
ていきたいです。

利用減少の要因
が天候の場合な
ど避けられないも
のもあるが、引き
続き利用促進策
を講じ、利用率
アップを図るこ
と。

18.6 25.0 21.6

103 150 92

13.5 15.0 10.3

860 1150 698

31.9 45.0 26.8

707 500 622

34.3 45.0 32.9

165 250 61

7.9 12.0 3.0

18 25 13

39 35 25

23 35 36

▽　不承認 0件、　取消し 0件、　減免 15件、　還付 98件 石山緑地では写
真や動画撮影で
の利用が特筆され
ます。

▽　利用促進の取組

・有料施設のリピーターに対しては、空き時間を

お知らせし、利用増に努めています。

・野球場の内外野の整備を適切に行い、利用者が

気持ちよくプレーできるように心がけました。

・さくらの森サクラまつり・秋まつり、育樹プロジェクト、もなみフェスタ 公園を生かしたイ
ベントを進め、地域
とのコミュニケー
ションが図られた
と考えておりま
す。

Ｒ6年度実績 Ｒ7年度計画 Ｒ7度実績

野球場
藻南

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

野球場
常盤

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

庭球場
藻南

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

庭球場
石山

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

庭球場
常盤

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

R6年度実績 Ｒ7年度計画 Ｒ7年度実績

イベント

学校行事

その他
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（6）付随業務 ▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・インスタグラムの更新頻度を上げて、フォロワーが
増加しました。

昨年に引き続きイ
ンスタグラムのフォ
ロワーが増加しま
した。さらに情報
発信に力を入れて
いきます。

HP以外にもSNS
を活用し広報し
ていることは大い
に評価できる。・ウエブアクセシビリティに関するご意見・お問い合わせ

をHPに掲載した。

・広報業務に関する研修を実施しました。

・札幌商工会議所や地域のまちづくりセンターなどイベント案内を
配布する場所を増やしました。

・民間情報誌じゃらんに定期的に情報を提供しています。

▽　引継ぎ業務

・該当ありませんでした。

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■４つの公園共通

・飲料自販機の設置（４月から１１月まで） さまざまな年齢層
の方が楽しんでい
ただける様な事業
を企画しました。
小金湯さくらの「で
は市民参加型の
新イベント「さくら
の育樹プロジェクト
を」開催しました。
来年度以降も継続
していきたいと思
います。

藻南公園、さくら
の森の事業は継
続して参加者が
増加するよう工
夫するとともに、
独特な景観の石
山緑地も積極的
にPRされたい。

■藻南公園

・コンロなどの貸し出し（4月２９日～１０月３１日）

・かけっこ教室（5月１3日、１6日、53名参加）

・藻南フェスタ2024（6月1日来場1500名程）

・みんなの森をつくろう（6月29日、11名参加）

・生き物探し（8月31日6名参加）

・小さな秋みつけた（10月25日20名参加）

・ほうき草で箒を作ろう（11月15日11名参加）

・野鳥観察会（2月10日、6名参加）

■小金湯さくらの森

・小金湯さくらの森 さくら祭り（4月26～29日来場500名程）

・小金湯さくらの森 さくらの育樹プロジェクト（9月27日　60名参加）

・小金湯さくらの森 秋祭り（９月２8日　来場1500名程）

■石山緑地

・キャンドルナイト（共催）

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

・遊具の点検、機械設備・電気設備の点検補修、浄化槽の保守 第三者委託につい
ては、すべての業
務を市内企業にお
願いしています。

障がい者施設の
方の清掃は10年
を超えてお付き合
いがあり、継続し
ていきたいです。

適正に実施され
ている。

点検、機械警備、危険木の伐採などについては、市内の

企業を活用しています。

・さくらの森の建物日常清掃については、地元のさくらの森保存

会にお願いしています。

・藻南公園、石山緑地、常盤公園は、近隣の障がい者施設に

清掃をお願いしています。

・有料施設の受付には、障がい者を雇用しています。

２　自主事業その他
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３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方法 ・利用者アンケートは、聞き取り調査及びアンケートボックスへの
投函により実施しております。

結果概要 ・札幌市の要求水準（総合満足度７０％接遇 いずれの公園も、
札幌市の要求水
準を超えておりま
す。これからも親
切丁寧な対応を心
がけていきます。

満足度が高く評
価できる。

満足度８０％）については、すべてクリアして

います。

■藻南公園（回収件数　46件）

総合満足度　98％、接遇満足度　98％

■石山緑地（回収件数　40件）

総合満足度　97％

■常盤公園（回収件数　40件）

総合満足度　92％

■小金湯さくらの森（回収件数　74件）

総合満足度　91％

■テニスコート利用者（回収件数　97件） 有料施設利用者
に対する聞き取り
調査日を2日設定
し、調査しました。

総合満足度　88％

■野球場利用者（回収件数　74件）

総合満足度　94％

※小金湯さくらの森及び石山緑地、常盤公園につ

いては、すべての受付を藻南公園で行っているた

め接遇満足度は設けておりません。

利用者からの
意見・要望とそ
の対応

■藻南公園の意見感想 利用者からの意見
要望については、
可能な限り、即座
に対応することとし
ています。利用者
が安心安全に利
用できる環境の確
保に努めます。た
くさんの良い意見
をいただいており、
公園管理の運営
に役立てていきま
す。

当グループで対応
できない件につい
ては、札幌市と協
議を進めておりま
す。

利用者からの意
見要望について
即時対応してお
り、引き続き利用
者が安心安全に
利用できるよう努
めること。

・炊事広場に水道施設がない

・駐車場が遠いし、狭い

・野球場の外野が狭い

・洋式トイレがあると嬉しい

・テニスコートが古くなり水はけが悪く、芝も短い

　▶対応

・テニスの砂の補充をこまめにした。

・要望を市に伝える。

■石山緑地の意見感想

・駐車場に限りがある。

・日影がほしい。

・トイレを洋式にしてほしい。

　▶対応

・要望を市に伝える。

■常盤公園の意見感想

・外野フェンスがほしい。

・テニスコートに傷がある。

・駐車場が少ない。

　▶対応

・要望を市に伝える。

・修繕計画に挙げる。

■小金湯さくらの森の意見感想

・景色が良かった。

・休憩室やトイレが清潔。

・日影が少ない。

・犬の飼い主のマナーが悪い

　▶対応

・要望を市に伝える。

・注意喚起の看板を設置。
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４　収支状況

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

▽　収支 （千円） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 R7年度計画 R7年度決算 差（決算-計画）

収入 54,858 56,787 1,929 若干ですが黒字と
なりました。

前年度から引き
続き黒字を維持
しており評価でき
る。

指定管理業務収入 53,758 55,740 1,982

指定管理費 50,600 51,772 1,172

利用料金 3,158 3,943 785

その他 25 25

自主事業収入 1,100 1,047 ▲ 53 次年度も作業の効
率化や節電に努
め、経費削減に取
り組みながら管理
運営をしていきま
す。

支出 54,772 56,634 1,862

指定管理業務支出 53,890 55,768 1,878

自主事業支出 882 866 ▲ 16

収入-支出 86 153 67

利益還元 50 90 40

法人税等 0

純利益 36 63 27

▽　説明

・自主事業では自販機の売上が好調でした。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

・当グループの財務状況は、引き続き健全であり、安定した運営を継続しています。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力団の排
除の推進に関する条例への対応

適 不適

・個人情報、情報公開、行政手続き、オンブズマン、暴力団排除

の各条例には、いずれも該当しません。

・暴力団排除については、第三者委託の契約に際して、排除の

項目を掲載しております。

　今年度は「安全・親切」をスローガンとし、利用者の安全・スタッフ
の安全、来園者に対する親切な対応などを各種講習や朝礼を通じ
て徹底してきました。
そのためスタッフの安全や利用者への配慮など意識改革が出来た
のではないかと考えております。
　自主事業では、新たな取り組みとして小金湯さくらの森「さくらの
育樹プロジェクト」を札幌市、商工会議所、連合町内会の協力をい
ただき開催いたしました。さくらの森は地域住民の関心が非常に高
い公園でもあり、「育樹プロジェクト」は一定の評価をいただけたの
ではないかと思います。今後も継続していきます。
　昨年度から開催しております「もなみフェスタ」も地域の方々に大
変ご好評をいただきました。
今後も地域のニーズに柔軟に対応し、安全第一で管理していきま
す。

　令和8年度も、引き続き安全第一・利用者に対する親切な対
応を重点に維持管理を進めていきます。

　自主事業では開園10年を迎える「小金湯さくらの森」、同じく
30周年を迎える「石山緑地」の活用に力を入れたいと思いま
す。
またSNSの活用など時代に合った情報発信に務めます。

　藻南公園は再整備に入るため臨時駐車場の設置など計画
的に対応し事故の無いよう管理します。
　次年度以降も4公園の価値を高められるよう維持管理してい
きます。

　公園施設の維持管理については、直営、外部委託を問わず施工
内容や安全対策について十分に検討し、事故防止に努めていたと
評価する。
　利用者アンケートにおいては総合満足度・接遇満足度ともに水準
を満たしており、各種研修や維持管理が適切に行われた結果だと
評価する。日頃の苦情や問い合わせに対しても、迅速に対応して
いる。
　また、自主事業は公園の環境を活かし魅力的なイベントを行って
おり、新たな取り組みとして、小金湯さくらの森で「育樹プロジェク
ト」を開催したことについて評価する。
　公園施設の老朽化が進んでいるため、維持管理を適切に行いな
がら安全性の確保に努めていただきたい。

前年度に引き続き黒字決算となり、加えて黒字額が増加した
ことは評価できる。また公園管理の肝である安全管理面にお
いても重大事故が発生しておらず、従事者の努力が認められ
る。これらの動向が次年度以降も継続されることを望む。

・63千円の黒字決算となりました。

Ⅲ　総合評価


